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※2015年 9月現在Windows7まで対応しております。Windows8.1, 10 では 

JTAGを使用した書き込みはできませんので、USBでの書き込みをご利用下さい。 
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Coron+(または Coron 以下「Coron」と記載)へのプログラムの書き込みは「IDExセットアップマニ

ュアル.pdf」にありますように、USBを使い DFUというプログラムを使って書き込みを行います。DFU

を使用して書き込みを行う方法が簡単ですので、そちらで十分な場合は本書を読む必要はありません。 

 

 一方、DFUではなく JTAGで書き込みたいという場合にも Coronは対応しています。本書では JTAG

でプログラムを書き込む方法について示します。 

 

 

 

JTAGデバッガ ARM-USB-OCD(OLIMEX製)を PCと Coron+に接続してください。 

(※別売の Coron-JTAG変換コネクタを使用) 

この時、Windowsに ARM-USB-OCDのデバイスドライバの場所を聞かれたら、 

CoronIDE3¥openocd¥driver¥arm_usb_ocdのフォルダを指定してください。 
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Eclipseで書きこむプロジェクトを開いてください。JTAGに書き込む場合は次の通り修正

を行ってください。 

 

Coron¥inc¥Coron_conf.hで、コメントに従い、つぎのようにコメントアウトしてください。 

//#define _DFU_MODE 

 

Coron¥ld_script¥coron_ld_script.ldで、コメントに従い、次のようにコメントアウトして

ください。 

  /*↓書込の方法に合わせてコメントアウトする*/ 

FLASH (rx)      : ORIGIN = 0x08000000, LENGTH = 512K  /* ※JTAGなどを使用する場合 */ 

/*FLASH (rx)      : ORIGIN = 0x08003000, LENGTH = 500K*/   /* ※DfuSeを使用する場合 */ 

 

 

※ 旧 Coron（USBがminiBのものをご使用の場合のみ、上記の変更に加え、 

Coron¥inc¥Coron_conf.hで次のようにコメントアウトして下さい。 

（Coron+をお使いの方はここはコメントアウトしないでください。） 

//#define _CORON_PLUS  //Coron+を使用 

 

 

 

 

修正を行ったら、ビルドして下さい。（ビルドの方法は別紙「Coron_plusセットアップマニ

ュアル.pdf」を参考にしてください。 

Coron+に電源を入れ、下図の赤枠【Coron_JTAG_Flash_Program】を選択して実行します

(※すぐに転送が始まります)。 
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コンソールの最後に 

【wrote ????byte from file ../Debug/main.hex in ????s (????kb/s)】と表示されれば成功です。 
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